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従来困難であったマイクロスケールの微小な領域の
熱物性値を非接触かつ定量的測定を可能にしたことに
より、空間分解能が10μmで数百μmスケールの微小
領域内の熱物性値分布を測定し、2次元および3次元グ
ラフィックスで表現できる装置。
測定対象はコーティング材料、傾斜機能材料、複合

材料、さらには微小サイズの素材などがあり、これら
の熱物性値の直接測定および分布測定ができる。
半導体材料やファインセラミック素材の開発や製品

の品質評価、接合部断面の熱物性評価、遮蔽コーティ
ングに用いられる機能性材料の開発や品質評価などの
分野における利用が見込まれる。産業技術総合研究所
との共同開発により製品化。
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電子制御による波長変化が可能なレーザーの光パラメトリック発振技術を用いることにより高速
で自在にその発振波長を変え、発振出力も自由に制御できる完全コンピューター制御が可能な高速

波長可変赤外レーザー光源。
電子制御波長可変レーザーを励起光源とし

て光パラメトリック発振を行うことにより広
帯域で波長可変可能な赤外レーザー光を得よ
うとするのが大きな特徴で、機械的な動作を
必要とせず電気信号のみで波長および出力を
自在に変えられる。
機能の高度化と完全なコンピューター制御

によるレーザーの使いやすさを実現し、赤外
の広い波長領域においてプログラムによるデ
ジタルな波長走査も可能にしているため高度
なレーザー計測の産業用適用が見込まれる。
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